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なんぶ議会だより　第 59号 ２なんぶ議会だより　第 59号３

歳入・歳出 66億9,8００万円

賛成多数で可決 な
ん
ぶ
暮
ら
し
の

予
算
を
審
査

一般会計 ９人
３人

賛成
反対

《当初予算の内訳》
平成31年度の一般会計予算は、プレミアム付商品券発行事業、小規模保育園事業、“うちにも泊まれる”農泊
推進事業などの新規事業と継続事業のJOCA連携事業、地方バス対策事業など対前年比マイナス3.9％となっ
た。

平成31年度
当初予算

３月定例議会報告

平成30年度3月定例議会が、4日から22日までの会期で開催され、平成31年度一般会
計・特別会計予算、条例の制定、教育委員会教育長の人事案件、平成30年度一般会計
補正予算など、33議案と１件の陳情請願、３件の議員発議案が審議され、１件の陳情
請願と、１件の議員発議が否決された。他全ての案件は可決されました。
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平成31年度一般会計予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

歳入

地方消費税交付金 　　　2.6%
地方譲与税                   1.0%     
地方特例交付金             0.0%
自動車取得税交付金       0.2%
ゴルフ場利用税交付金    0.1%
利子割交付金                0.0%
交通安全対策特別交付金 0.0%
配当割交付金                0.1%
株式譲渡所得割交付金    0.1%

町税
14.5%

26.1%

繰入金
6.5%

諸収入 1.2%

地方交付税 48.5%

県支出金
7.8%

国庫支出金
8.4%

町債
5.1%

分担金及び負担金
1.5%

財産収入　　　　　0.7%
使用料及び手数料　0.4%
繰越金                  0.5%
寄附金                  0.8%

自主
財源

73.9%
依存財源

歳出

民生費
32.7%

総務費
19.5%

公債費
10.4%

衛生費
12.5%

教育費
8.0%

土木費
5.7%

農林水産業費
7.4%

（目的別）

議会費　　　1.3%
消防費　　　1.7%
商工費　　　0.5%
予備費　　　0.3%  
災害復旧費　0.0%

プレミアム付商品券
発行事業

消費税率10％への引上げが低所得者・子育て世代の消費に与える影響を緩和
するとともに、地域における消費を喚起する。住民税非課税者、３歳未満の
子供が属する世帯の世帯主を対象とする。

448万7千円

5,214万9千円

593万円  

小規模保育園事業 ０歳児から２歳児の入所児童が安心安全な環境で健や
かに育つよう保育園の運営を社会福祉法人尚徳会に委
託する。小規模保育事業A型を開始することで南部町
の待機児童の解消を図る。  

6,284万7千円
複合施設整備事業 さいはく分館を建て替え、新たに子どもから大人まで多くの町民が集い、学

び、交流する拠点として整備する。施設の設計及び調査・測量に続き、現施
設の解体工事及び支障物の移転を行う。

“うちにも泊まれる”
農泊推進事業

地域の人材や資源を活用し、都市
住民やインバウンド客との交流を
通じて地域の活性化及び経済効果
を生み出せるよう、試行的な農泊
の取組を支援し、受け入れ環境を
整備する。語学力を有する者を雇
用し、海外客の対応を行う｡1,880万4千円

JOCA連携事業 青年海外協力協会のネットワークを活用し、青年海外協力隊経験者を誘致
し、その経験やスキルを活用して、法勝寺高校跡地活用事業、国際交流事
業、地域活動支援事業を行い、生涯活躍のまちづくりを推進する。

7,748万9千円
災害対策事業 平常時から災害への備えを充実させるとともに、災害時においては情報伝達

設備の維持管理及び強化を図り防災・減災対策を推進する。非常用発電整備
工事、非常用発電設備電気工事を実施する。

青年団活性化事業 南部町新☆青年団「へんｔｏつくり」に対し、活発に活動し地域づくりにも
貢献している他地域の青年団との交流活動費用を助成する。地域課題の解決
と合わせて、主体的な活動への仕掛けとして、成人式での餅つきに向けてモ
チ米作りの活動を支援する。

主 な 事 業

新規新規

新規新規 新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

1,333万6千円

アスベスト撤去支援事業 町内にある建築物の壁、柱などに吹き付けられたアスベスト等の除去、封じ
込め又は囲い込みに要する費用の３分の２を乗じた額を１棟につき補助対象
事業費２千万円を限度として補助金を交付する。アスベスト分析調査に要す
る費用に相当する額を、１棟につき25万円を限度として補助金を交付する。

43万1千円
地方バス対策事業 公共交通機関である路線バス、日ノ丸自動車の維持存続を

図るため、東長田・上長田線、法勝寺線、御内谷線に対し
運行補助を行う。運行に係る損益部分を鳥取県、米子市、
南部町の三者で補てんする。

878万円
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平成31年度の一般会計予算は、プレミアム付商品券発行事業、小規模保育園事業、“うちにも泊まれる”農泊
推進事業などの新規事業と継続事業のJOCA連携事業、地方バス対策事業など対前年比マイナス3.9％となっ
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当初予算
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平成31年度一般会計予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

歳入

地方消費税交付金 　　　2.6%
地方譲与税                   1.0%     
地方特例交付金             0.0%
自動車取得税交付金       0.2%
ゴルフ場利用税交付金    0.1%
利子割交付金                0.0%
交通安全対策特別交付金 0.0%
配当割交付金                0.1%
株式譲渡所得割交付金    0.1%

町税
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26.1%

繰入金
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県支出金
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分担金及び負担金
1.5%
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公債費
10.4%

衛生費
12.5%

教育費
8.0%

土木費
5.7%

農林水産業費
7.4%

（目的別）

議会費　　　1.3%
消防費　　　1.7%
商工費　　　0.5%
予備費　　　0.3%  
災害復旧費　0.0%

プレミアム付商品券
発行事業

消費税率10％への引上げが低所得者・子育て世代の消費に与える影響を緩和
するとともに、地域における消費を喚起する。住民税非課税者、３歳未満の
子供が属する世帯の世帯主を対象とする。

448万7千円

5,214万9千円

593万円  

小規模保育園事業 ０歳児から２歳児の入所児童が安心安全な環境で健や
かに育つよう保育園の運営を社会福祉法人尚徳会に委
託する。小規模保育事業A型を開始することで南部町
の待機児童の解消を図る。  

6,284万7千円
複合施設整備事業 さいはく分館を建て替え、新たに子どもから大人まで多くの町民が集い、学

び、交流する拠点として整備する。施設の設計及び調査・測量に続き、現施
設の解体工事及び支障物の移転を行う。

“うちにも泊まれる”
農泊推進事業

地域の人材や資源を活用し、都市
住民やインバウンド客との交流を
通じて地域の活性化及び経済効果
を生み出せるよう、試行的な農泊
の取組を支援し、受け入れ環境を
整備する。語学力を有する者を雇
用し、海外客の対応を行う｡1,880万4千円

JOCA連携事業 青年海外協力協会のネットワークを活用し、青年海外協力隊経験者を誘致
し、その経験やスキルを活用して、法勝寺高校跡地活用事業、国際交流事
業、地域活動支援事業を行い、生涯活躍のまちづくりを推進する。

7,748万9千円
災害対策事業 平常時から災害への備えを充実させるとともに、災害時においては情報伝達

設備の維持管理及び強化を図り防災・減災対策を推進する。非常用発電整備
工事、非常用発電設備電気工事を実施する。

青年団活性化事業 南部町新☆青年団「へんｔｏつくり」に対し、活発に活動し地域づくりにも
貢献している他地域の青年団との交流活動費用を助成する。地域課題の解決
と合わせて、主体的な活動への仕掛けとして、成人式での餅つきに向けてモ
チ米作りの活動を支援する。

主 な 事 業

新規新規

新規新規 新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

1,333万6千円

アスベスト撤去支援事業 町内にある建築物の壁、柱などに吹き付けられたアスベスト等の除去、封じ
込め又は囲い込みに要する費用の３分の２を乗じた額を１棟につき補助対象
事業費２千万円を限度として補助金を交付する。アスベスト分析調査に要す
る費用に相当する額を、１棟につき25万円を限度として補助金を交付する。

43万1千円
地方バス対策事業 公共交通機関である路線バス、日ノ丸自動車の維持存続を

図るため、東長田・上長田線、法勝寺線、御内谷線に対し
運行補助を行う。運行に係る損益部分を鳥取県、米子市、
南部町の三者で補てんする。

878万円
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平成30年度南部町一般会計補正予算………
　〇当初予算額から4,540万円を減額し、76億7,503万円とする

その他の補正予算６件はいずれも全員一致で可決しました

平成30年度補正予算の審査結果
教育委員会教育長に福田範史氏を任命する議案……
追加議案の審査結果
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平成30年度南部町一般会計補正予算

会計名／議員名（議席番号順）

３月定例議会報告・議員発議

●平成30年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算
　  当初予算額から119万９千円を減額し、13億8,850万円とする
●平成30年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算
　  当初予算額に290万５千円を追加し、１億4,270万円とする
●平成30年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算
　  当初予算額に６万６千円を追加し、２億4,425万６千円とする
●平成30年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算
　  当初予算額から186万１千円を減額し、２億517万９千円とする
●平成30年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算
　  当初予算額に1,250万１千円を追加し、２億1,210万１千円とする
●平成30年度南部町病院事業会計補正予算
　  収益的収入に3,325万１千円(主に他会計補助金)を追加し、24億8,265万１千円とし
　  資本的収入に4,587万６千円(主に一般会計出資金)を追加し、１億1,710万２千円とする

全員一致で
可決成立

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○

×××××××

○欠

×

○2019年10月からの消費税増税を中止することを求める陳情

会計名／議員名（議席番号順）

2019年10月からの消費税増税を中止することを求める陳情…賛成少数で不採択
　〇提出者：鳥取県西部地区消費税廃止各界連絡会　代表　滝根　崇

陳情の審査結果

反対
　プレミアム商品券の事務経費予算に反対す
る。消費税増税にも反対しており、これは低所
得者対策にはならない。

賛成
　今回の補正は実績に伴うもの。プレミアム商
品券は消費税増税に対する国の適正な施策だと
考える。

討 

論
反対
日本は今後ますます少子高齢化が進み働く世代
が減少し、財源が不足し社会保障が維持できな
い状況になる。それを見越してすでに国会で成
立した法であり反対する。

賛成
消費税の一部しか社会保障に使われていない。
現在の経済動向を見ると景気動向指数が下方修
正になっており増税すべきでなく賛成する。

賛成多数で可決

高齢者の医療費窓口負担の｢原則１割｣の継続を求める意見書…
　〇提出者：南部町議会議員 亀尾共三　同 真壁容子　同 加藤　学

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○

××××××××

欠

×

○高齢者の医療費窓口負担の｢原則１割｣の継続を求める意見書

会計名／議員名（議席番号順）

反対
　日本医師会や老人クラブ連合会が反対してい
るので、今すぐに２割になることはないと思う
ので本意見書には反対する。

賛成
　高齢期に医療費が増加する状況で、年金暮ら
しの方々が２割負担することは大変なことであ
り賛成する。

賛成少数で不採択

米軍基地負担軽減に関する意見書……………………
　〇提出者：議会運営委員長 景山　浩

全員一致で可決成立

地方行政調査特別委員会の設置について……………
　〇他の自治体の進んだ行政事例を学ぶための調査を行う特別委員会の設置

発議案の審査結果
全員一致で可決成立

全員一致で可決成立

米軍基地負担軽減に関する意見書
　全国知事会においては、沖縄県をはじめとする在日米軍基地に係る基地負担の状況を、基地等の所在の有無にかかわら
ず、広く理解し、都道府県の共通理解を深めることを目的として、｢米軍基地負担に関する研究会｣を設置され、日米安全
保障体制と日本を取り巻く課題、米軍基地負担の現状と負担軽減及び日米地位協定をテーマに研究を続けてこられた｡
　我々はこの中で確認された現状や改善すべき課題並びに、日米安全保障体制の日本の防衛に及ぼす重要性を十分に認
識しつつも、基地所在自治体や住民の生活に直結する問題であるという問題意識を共有すべきとの観点から、全国知事
会の提言を支持し意見書を提出する。

記
１．米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任で騒音測定器を増やすなど必要な実態調査を行うとともに、訓
　　練ルートや訓練が行われる時期について速やかな事前情報提供を必ず行い、関係自治体や地域住民の不安を払拭し
　　た上で実施されるよう、十分な配慮を行なうこと。
２．日米地位協定に関わる、日米合同委員会の運用改善を図ること。（航空法や環境法令などの国内法を原則として米
　　軍にも適用させることや、事件・事故時の自治体職員の迅速かつ円滑な立ち入りの補償などを明記すること）
３．米軍人等による事件・事故に対し、具体的かつ実効的な防止策を提示し、継続的に取り組みを進めること。また飛
　　行場周辺における航空機騒音規制措置については、周辺住民の実質的な負担軽減が図られるための運用を行なうと
　　ともに、同措置の実施に伴う効果について検証を行うこと。
４．施設ごとに必要性や使用状況等を点検した上で、基地の整理・縮小・返還を積極的に促進すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県西伯郡南部町議会
【提出先】内閣総理大臣、外務大臣、衆議院議長、参議院議長

ふくた のりひと
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３月定例議会報告・条例

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び………
費用弁償に関する条例の一部改正
　〇公民館長の報酬を100,000円から171,000円に改定する

条例案の審査結果

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○欠○
×

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

会計名／議員名（議席番号順）

反対
　報酬改定自体は反対ではないが、公民館長を
非常勤とすることに反対。管理職の職員を公民
館長としておくべき。

賛成
　今まで専任の公民館長は不在だったのでおく
だけでも進歩だと思う。町の生涯学習において
も重要なことである。

賛成多数で可決

放課後児童クラブ条例の一部改正……………
　〇従来の放課後児童クラブに加え法勝寺児童館でも放課後児童クラブを実施する

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○欠○

×

放課後児童クラブ条例の一部改正

会計名／議員名（議席番号順）

反対
　児童館は全ての児童を対象としており、学童
は放課後の居場所づくりになるべき場所。保護
者や児童の意見が反映されていない。

賛成
　選択肢が増えるのはよいこと。児童館長は現
場の声で判断されており、反対意見も十分踏ま
えた上うえでの判断である。　

賛成多数で可決

農産物加工施設条例の一部改正………………
　〇ふとん洗濯機等の廃止とフリーズドライ乾燥機の設置及び利用料金を定める

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○欠○

×

農産物加工施設条例の一部改正

会計名／議員名（議席番号順）

反対
　めぐみの里の指定管理者はＪＯＣＡである
が、このような施設は町民が主体となり運営す
べき。　

賛成
　住民にとってメリットのある機械の設置。指
定管理ではあるが、行政も間に入って運営され
ていくのであれば賛成。　

賛成多数で可決

ふれあい広場緑水湖オートキャンプ場条例の……………
一部改正
　〇キャンプサイトやテント等の使用料金の改正と椅子、寝袋等の
　　貸し出し品の追加など

　討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○

×

○○○○欠○

×

ふれあい広場緑水湖オートキャンプ場条例の一部改正

会計名／議員名（議席番号順）

反対
　使用料や備品利用料の限度額の引き上げは町
の収入に影響してこない。この引き上げが利用
者や町の利益につながるのか疑問だ。

賛成
　指定管理をする時点できちんとすべきという
意見には同意するが、町民が使用するのであれ
ば町民にメリットがあるように運営されたい。

賛成多数で可決

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の……………
一部改正
　〇条文中に｢部落差別の解消の推進に関する法律｣という根拠法令の
　　文言を追加する

討 

論
真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○○○○○欠○

×

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の一部改正

会計名／議員名（議席番号順）

反対
　「部落差別の解消と推進に関する法律」の文
言を入れてほしくない。部落差別の定義もあい
まいであり入れる必要は無い。

賛成
　相談体制の充実をはかり、人権施策に特化し
た内容である。

賛成多数で可決

めぐみの里（フリーズドライ装置） オートキャンプ場

新
教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た

教
育
長

福
田
範
史

中学校教諭
鳥取県教育委員会事務局
南部町教育委員会事務局
平成24年人権･社会教育専門員
平成25年総務･学校教育課長



なんぶ議会だより　第 59号9 なんぶ議会だより　第 59号 8

一般質問

第
二
次
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
７
地
区
の
地
域
振

興
協
議
会
の
役
割
と
将
来
像
に
つ
い

て
伺
う
。

①
行
政
と
住
民
の
橋
渡
し
役
を
担
う

協
議
会
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

②
事
務
局
員
の
配
置
と
、
処
遇
に
つ

い
て

③
支
援
交
付
金
の
算
定
に
つ
い
て

①
人
口
減
少
が
本
格
化
す
る

中
で
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
事
業
を
見
極
め
な
が
ら
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
の
人
材
を
掘
り
起
こ
し
、
住

民
全
体
で
目
的
を
共
有
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
た
い
。

②
会
長
、
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
に
、
事
務
局
員
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
２
回
の
引
き
上
げ
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
町
の
非
常
勤
の
報
酬
改
定

に
合
わ
せ
、
見
直
し
の
検
討
を
行
う
。

③
交
付
金
は
、
地
域
活
動
活
性
化
分

と
協
議
会
運
営
分
に
分
け
て
算
定
し

て
い
る
。
今
後
、
業
務
の
内
容
を
精

査
し
、
積
算
基
礎
の
見
直
し
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

板
井

町
長 地

域
振
興
協
議
会

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
役
割
と
将
来
像

Ａ
将
来
に
わ
た
る｢

ま
ち
づ
く
り｣

に
取
り
組
む

町
長

南
部
町
に
移
住
す
る
か
ど
う

か
を
考
え
た
時
に
、
保
育
行

政
は
大
変
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
ら
れ
な

け
れ
ば
、
お
母
さ
ん
は
働
き
に
出
ら

れ
な
い
。
育
休
制
度
は
あ
る
が
、
全

て
の
人
が
取
得
す
る
こ
と
は
、
難
し

い
状
況
だ
。

　
私
は
、
南
部
町
の
子
ど
も
は
、
南

部
町
の
保
育
園
等
で
き
ち
ん
と
保
育

し
、
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
こ
と
が

一
番
重
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

４
月
１
日
の
入
所
状
況
は
、

す
み
れ
こ
ど
も
園
が
１
０
６

名
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
が
57
名
、
つ

く
し
保
育
園
が
84
名
、
さ
く
ら
保
育

園
が
58
名
、
小
規
模
保
育
園
が
19

名
、
さ
く
ら
キ
ッ
ズ
が
２
名
で
、
合

計
３
２
６
名
で
す
。
低
年
齢
児
は
、

０
歳
児
が
20
名
、
１
歳
児
が
48
名
、

２
歳
児
が
58
名
、
合
計
１
２
６
名
で
、

待
機
児
童
は
、
発
生
し
な
い
。

　
園
児
数
は
、
本
年
度
も
前
年
度
と

同
数
で
す
が
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
低
年
齢
児
の
数
は
、
１
２
６
名
で

前
年
度
１
１
６
名
よ
り
10
名
増
加

し
、
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　
今
年
か
ら
ベ
ア
ー
ズ
に
委
託
し
て

小
規
模
保
育
事
業
を
実
施
す
る
。
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
19
名
の
保

育
と
施
設
の
運
営
を
５
１
５
０
万
円

で
委
託
契
約
し
ま
す
。
ベ
ア
ー
ズ
の

人
員
体
制
は
、
施
設
長
１
名
、
保
育

士
６
名
、
パ
ー
ト
５
名
の
配
置
で
あ

る
。

　
平
成
31
年
度
当
初
は
、
待
機
児
童

の
発
生
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
急

遽
、
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
施
設
の

改
修
整
備
等
を
行
い
、
４
月
か
ら
小

規
模
保
育
事
業
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
ま
た
、
さ
く
ら
キ
ッ
ズ
を
町
の

認
可
保
育
園
と
し
、
待
機
児
童
対
策

を
実
施
し
た
。

　
以
上
に
よ
り
待
機
児
童
は
、
発
生

し
て
い
な
い
。

保
育
行
政

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
待
機
児
童
の
発
生
は
あ
る
か

Ａ
小
規
模
保
育
事
業
に
よ
り
発
生
は
な
し

町
長

荊
尾

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

地域防災力の向上
第二次総合計画の基本計画
各地域振興協議会の役割の現状と将来像
町内企業に対する支援
保育行政
西伯病院
携帯電話の不通地域(エリア)の解消に向けて
農業施策
小さな拠点施設
会見地区での期日前投票所の設置
産業廃棄物最終処分場
西伯病院の経営方針
保育園及び中学校の統廃合
法勝寺川等の河床整備
保育所運営を問う
町総合計画を問う
国民健康保険税の負担軽減を求める
学校給食費の無償化を求める

質　問　事　項
１

２

３

４
５

６

７

８

９

10

白川  立真

板井  　隆

荊尾  芳之

細田  元教
三鴨  義文

加藤  　学

景山  　浩

仲田  司朗

真壁  容子

亀尾  共三

１
１
２
３
１
２
３
１
１
１
２
１
１
２
１
２
１
２

25

30

30

30
20

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

地
域
防
災
力
の
向
上

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
防
災
意
識
の
高
揚
を

Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施 

町
長
／
防
災
キ
ャ
ン
プ
検
討 

教
育
長

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
今
日

ま
で
、
想
定
を
超
え
る
自
然

災
害
が
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
広
域
で
連
携
す
る
「
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
」
が
つ
く
ら
れ

た
。

　
し
か
し
、
一
定
規
模
以
上
の
災
害

に
な
る
と
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
自
主
防
災

組
織
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育

に
お
い
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
や

家
庭
と
交
流
し
な
が
ら
、
体
験
学
習

を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
自
分
の
も
の

に
し
て
い
く
の
か
が
重
要
だ
。
そ
こ

で｢

防
災
キ
ャ
ン
プ｣

を
勧
め
た
い
。

災
害
対
応
力
を
高
め
る
た

め
、
各
集
落
で
の
説
明
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組
織

の
活
動
の
活
性
化
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

　
四
月
よ
り
、
全
世
帯
を
対
象
に
し

た
防
災
意
識
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
自
主
防
災
活
動
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

各
学
校
の
防
災
教
育
は
、

地
域
住
民
と
協
働
し
た
取

り
組
み
へ
と
変
容
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
基
盤
に
防
災
キ
ャ
ン
プ

へ
と
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は

極
め
て
意
義
深
い
。

　
地
域
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
高
校

生
サ
ー
ク
ル
や
青
年
団
を
巻
き
込
ん

だ
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
川

町
長

教
育
長

平成最後の「さくらまつり」
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第
二
次
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
７
地
区
の
地
域
振

興
協
議
会
の
役
割
と
将
来
像
に
つ
い

て
伺
う
。

①
行
政
と
住
民
の
橋
渡
し
役
を
担
う

協
議
会
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

②
事
務
局
員
の
配
置
と
、
処
遇
に
つ

い
て

③
支
援
交
付
金
の
算
定
に
つ
い
て

①
人
口
減
少
が
本
格
化
す
る

中
で
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
事
業
を
見
極
め
な
が
ら
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
の
人
材
を
掘
り
起
こ
し
、
住

民
全
体
で
目
的
を
共
有
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
た
い
。

②
会
長
、
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
に
、
事
務
局
員
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
２
回
の
引
き
上
げ
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
町
の
非
常
勤
の
報
酬
改
定

に
合
わ
せ
、
見
直
し
の
検
討
を
行
う
。

③
交
付
金
は
、
地
域
活
動
活
性
化
分

と
協
議
会
運
営
分
に
分
け
て
算
定
し

て
い
る
。
今
後
、
業
務
の
内
容
を
精

査
し
、
積
算
基
礎
の
見
直
し
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

板
井

町
長 地

域
振
興
協
議
会

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
役
割
と
将
来
像

Ａ
将
来
に
わ
た
る｢

ま
ち
づ
く
り｣

に
取
り
組
む

町
長

南
部
町
に
移
住
す
る
か
ど
う

か
を
考
え
た
時
に
、
保
育
行

政
は
大
変
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
ら
れ
な

け
れ
ば
、
お
母
さ
ん
は
働
き
に
出
ら

れ
な
い
。
育
休
制
度
は
あ
る
が
、
全

て
の
人
が
取
得
す
る
こ
と
は
、
難
し

い
状
況
だ
。

　
私
は
、
南
部
町
の
子
ど
も
は
、
南

部
町
の
保
育
園
等
で
き
ち
ん
と
保
育

し
、
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
こ
と
が

一
番
重
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

４
月
１
日
の
入
所
状
況
は
、

す
み
れ
こ
ど
も
園
が
１
０
６

名
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
が
57
名
、
つ

く
し
保
育
園
が
84
名
、
さ
く
ら
保
育

園
が
58
名
、
小
規
模
保
育
園
が
19

名
、
さ
く
ら
キ
ッ
ズ
が
２
名
で
、
合

計
３
２
６
名
で
す
。
低
年
齢
児
は
、

０
歳
児
が
20
名
、
１
歳
児
が
48
名
、

２
歳
児
が
58
名
、
合
計
１
２
６
名
で
、

待
機
児
童
は
、
発
生
し
な
い
。

　
園
児
数
は
、
本
年
度
も
前
年
度
と

同
数
で
す
が
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
低
年
齢
児
の
数
は
、
１
２
６
名
で

前
年
度
１
１
６
名
よ
り
10
名
増
加

し
、
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　
今
年
か
ら
ベ
ア
ー
ズ
に
委
託
し
て

小
規
模
保
育
事
業
を
実
施
す
る
。
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
19
名
の
保

育
と
施
設
の
運
営
を
５
１
５
０
万
円

で
委
託
契
約
し
ま
す
。
ベ
ア
ー
ズ
の

人
員
体
制
は
、
施
設
長
１
名
、
保
育

士
６
名
、
パ
ー
ト
５
名
の
配
置
で
あ

る
。

　
平
成
31
年
度
当
初
は
、
待
機
児
童

の
発
生
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
急

遽
、
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
施
設
の

改
修
整
備
等
を
行
い
、
４
月
か
ら
小

規
模
保
育
事
業
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
ま
た
、
さ
く
ら
キ
ッ
ズ
を
町
の

認
可
保
育
園
と
し
、
待
機
児
童
対
策

を
実
施
し
た
。

　
以
上
に
よ
り
待
機
児
童
は
、
発
生

し
て
い
な
い
。

保
育
行
政

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
待
機
児
童
の
発
生
は
あ
る
か

Ａ
小
規
模
保
育
事
業
に
よ
り
発
生
は
な
し

町
長

荊
尾

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

地域防災力の向上
第二次総合計画の基本計画
各地域振興協議会の役割の現状と将来像
町内企業に対する支援
保育行政
西伯病院
携帯電話の不通地域(エリア)の解消に向けて
農業施策
小さな拠点施設
会見地区での期日前投票所の設置
産業廃棄物最終処分場
西伯病院の経営方針
保育園及び中学校の統廃合
法勝寺川等の河床整備
保育所運営を問う
町総合計画を問う
国民健康保険税の負担軽減を求める
学校給食費の無償化を求める

質　問　事　項
１

２

３

４
５

６

７

８

９

10

白川  立真

板井  　隆

荊尾  芳之

細田  元教
三鴨  義文

加藤  　学

景山  　浩

仲田  司朗

真壁  容子

亀尾  共三

１
１
２
３
１
２
３
１
１
１
２
１
１
２
１
２
１
２

25

30

30

30
20

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

地
域
防
災
力
の
向
上

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
防
災
意
識
の
高
揚
を

Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施 

町
長
／
防
災
キ
ャ
ン
プ
検
討 

教
育
長

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
今
日

ま
で
、
想
定
を
超
え
る
自
然

災
害
が
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
広
域
で
連
携
す
る
「
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
」
が
つ
く
ら
れ

た
。

　
し
か
し
、
一
定
規
模
以
上
の
災
害

に
な
る
と
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
自
主
防
災

組
織
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育

に
お
い
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
や

家
庭
と
交
流
し
な
が
ら
、
体
験
学
習

を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
自
分
の
も
の

に
し
て
い
く
の
か
が
重
要
だ
。
そ
こ

で｢

防
災
キ
ャ
ン
プ｣

を
勧
め
た
い
。

災
害
対
応
力
を
高
め
る
た

め
、
各
集
落
で
の
説
明
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組
織

の
活
動
の
活
性
化
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

　
四
月
よ
り
、
全
世
帯
を
対
象
に
し

た
防
災
意
識
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
自
主
防
災
活
動
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

各
学
校
の
防
災
教
育
は
、

地
域
住
民
と
協
働
し
た
取

り
組
み
へ
と
変
容
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
基
盤
に
防
災
キ
ャ
ン
プ

へ
と
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は

極
め
て
意
義
深
い
。

　
地
域
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
高
校

生
サ
ー
ク
ル
や
青
年
団
を
巻
き
込
ん

だ
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
川

町
長

教
育
長

平成最後の「さくらまつり」
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合
併
後
、
旧
会
見
地
区
に
期

日
前
投
票
所
が
な
く
、
足
の

不
自
由
な
人
や
運
転
免
許
証
を
持
っ

て
い
な
い
人
か
ら
プ
ラ
ザ
西
伯
ま
で

行
く
の
は
大
変
不
便
だ
、
会
見
地
区

に
期
日
前
投
票
所
が
欲
し
い
と
多
く

の
意
見
を
聞
く
。

①
12
月
議
会
で
の
質
問
の
確
認
。
期

日
前
投
票
所
を
２
か
所
設
置
し
た
場

合
、
２
つ
目
の
期
日
前
投
票
所
の
設

置
期
間
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の

か
。
又
、
４
月
の
県
議
会
議
員
選

挙
、
知
事
選
挙
。
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
た
場

合
の
南
部
町
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

か
。

②
合
併
協
議
会
で
期
日
前
投
票
所
を

１
箇
所
と
定
め
た
の
か
。

③
期
日
前
投
票
所
の
人
員
配
置
に
つ

い
て
、
投
票
管
理
署
、
職
務
代
理

者
、
事
務
従
事
者
は
ど
の
よ
う
な
人

が
選
ば
れ
る
の
か
。

④
会
見
地
区
に
試
験
的
に
期
日
前
投

票
の
設
置
を
求
め
る
。

選
挙
管
理
委
員
長

①
２
つ
目
の
期
日
前
投
票

所
の
設
置
期
間
は
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
期

間
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
経
費

は
基
本
額
と
加
算
額
か
ら
成
り
立

ち
、
設
置
日
数
な
ど
に
応
じ
て
計
算

さ
れ
、
結
果
と
し
て
負
担
が
生
じ
な

い
場
合
が
あ
る
。

②
合
併
協
定
書
で
は
投
票
区
、
開
票

区
、
選
挙
公
報
の
件
の
み
に
触
れ
て

い
る
。
期
日
前
投
票
所
の
件
は
合
併

後
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
距
離
的

中
立
性
、
交
通
事
情
を
勘
案
し
て
プ

ラ
ザ
西
伯
に
決
定
し
た
。

③
投
票
管
理
者
は
南
部
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
を
選
任
。
職
務
代
理
者

は
役
場
の
職
員
の
課
長
補
佐
級
以
上

の
管
理
者
の
方
、
事
務
従
事
者
は
役

場
の
職
員
の
方
を
選
任
。

④
今
ま
で
場
所
、
経
費
、
人
員
、
安

全
の
問
題
か
ら
困
難
が
あ
る
と
言
っ

て
き
た
。
あ
く
ま
で
も
期
日
前
投
票

所
は
例
外
措
置
で
あ
る
。

旧
会
見
地
区
へ
期
日
前
投
票
所
の
設
置
加
藤
　学 

議
員

Ｑ
試
験
的
に
設
置
し
て
は
ど
う
か

Ａ
期
日
前
投
票
所
は
例
外
措
置
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

加
藤

委
員
長

多
く
の
町
民
の
人
生
の
様
々

な
場
面
で
、
助
け
に
な
り
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
西
伯
病

院
が
、
経
営
悪
化
と
い
う
大
き
な
危

機
を
迎
え
て
い
る
。

　
地
域
の
人
口
減
少
や
医
療
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
よ
る
患
者
数
の
減
少
、
地

方
病
院
の
医
師
不
足
、
度
重
な
る
診

療
報
酬
額
の
引
き
下
げ
な
ど
の
厳
し

い
経
営
環
境
変
化
が
経
営
収
支
の
悪

化
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
医
療
の
供
給
者
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
く
た

め
に
は
経
営
悪
化
へ
の
対
応
策
と
と

も
に
、
存
在
意
義
を
含
め
た
病
院
の

あ
る
べ
き
姿
、
経
営
方
針
を
明
示
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

西
伯
病
院
の
存
在
意
義

は
、
ま
ず
何
よ
り
も
身
近

に
病
院
が
あ
っ
て
い
つ
で
も
受
診
で

き
る
と
い
う
安
心
感
を
維
持
す
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
医
療
水

準
を
確
保
し
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
最
大
の
使
命

で
あ
る
。

　
当
病
院
の
病
床
利
用
率
、
外
来
患

者
数
は
と
も
に
低
下
、
減
少
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
結
果
、
医
業
収
入
は
２

０
１
３
年
度
に
19
億
３
，７
０
０
万

円
余
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１

７
年
度
に
は
18
億
７
，７
０
０
万
円

余
と
初
め
て
19
億
円
を
下
回
り
、

５
，５
０
０
万
円
余
り
の
赤
字
と

な
っ
た
。

　
自
治
体
病
院
は
独
立
採
算
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
公
共
的
で
採
算
性

の
低
い
分
野
も
担
っ
て
お
り
、
収
益

性
は
低
い
。
更
に
、
５
年
以
内
に
現

在
20
床
あ
る
介
護
療
養
病
床
を
他
の

機
能
に
転
換
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
在
宅
医
療
や
地
域
包
括
医
療
の
提

供
、
予
防
医
療
や
診
療
所
と
の
連
携

な
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多

く
、
そ
れ
ら
も
併
せ
て
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
も
交
え
病
院
の
望
ま

し
い
機
能
や
あ
り
方
を
検
討
し
、
存

続
の
道
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

西
伯
病
院
の
経
営
方
針

景
山
　浩 

議
員

Ｑ
存
在
意
義
や
あ
る
べ
き
姿
の
明
確
化
を

Ａ
安
心
を
提
供
で
き
る
病
院
を
目
指
す
病
院
事
業
管
理
者

景
山

管
理
者

小
さ
な
拠
点
づ
く
り

三
鴨
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議
員

Ｑ
拠
点
施
設
の
活
用
状
況
と
今
後
は

Ａ
地
域
の
財
産
と
し
て
活
用
さ
れ
た
い

町
長

な
ん
ぶ
創
生
総
合
戦
略
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
は
、
地
域
の
憩
い
の
場
、
語

ら
い
の
場
と
し
て
大
変
有
効
な
施
策

と
期
待
し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
質
問
で
、
平

成
31
年
度
ま
で
に
拠
点
施
設
を
法
勝

寺
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
施
設
を
富

有
の
里
エ
リ
ア
と
手
間
山
エ
リ
ア
に

設
置
す
る
計
画
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

た
。
そ
れ
以
降
、
着
々
と
各
施
設
が

完
成
し
、
４
月
１
日
に
手
間
山
の
拠

点
施
設
「
て
ま
里
」
が
オ
ー
プ
ン
す

る
と
、
計
画
さ
れ
た
拠
点
施
設
す
べ

て
が
完
成
と
な
る
。
各
施
設
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
既
存
の
公
的
施
設
と
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ａ
の
施
設
と
の
競
合
を
懸
念
す
る

が
、
町
は
こ
う
し
た
施
設
に
つ
い
て

の
調
整
や
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
と

は
ど
の
よ
う
な
姿
を
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

施
設
の
活
用
に
つ
い
て
「
え

ん
処
米
や
」
に
は
お
試
し
住

宅
の
利
用
者
が
１
１
３
人
、
交
流
ス

ペ
ー
ス
が
６
２
２
０
人
、
今
年
度
は

新
企
画
な
ど
で
利
用
者
は
さ
ら
に
増

加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
富
有
の
里
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
に
は
既
に
３
万
人
以
上
の
方
が

来
店
さ
れ
て
お
り
、
賑
わ
い
創
出
や
町
の

Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
温
泉
掘
削
は
計

画
の
１
２
０
０
ｍ
の
内
、
現
在
３
５

０
ｍ
の
進
捗
で
今
年
の
夏
に
完
了
の

予
定
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
施

設
も
地
域
住
民
と
障
が
い
が
あ
る
方

と
が
集
い
交
流
す
る
場
で
あ
り
、
既

存
の
施
設
と
は
目
的
が
違
う
た
め
、

す
み
分
け
は
可
能
と
思
う
。

　
今
後
は
、
地
域
の
活
性
化
や
暮
ら

し
の
維
持
の
た
め
に
、
そ
の
地
域
で

何
が
必
要
な
の
か
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
考
え
、
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
小
さ

な
拠
点
は
そ
の
た
め
の
一
つ
の
手
段

で
あ
り
「
て
ま
里
」
に
も
大
い
に
期

待
を
し
て
い
る
。
地
域
の
財
産
と
し

て
活
用
さ
れ
た
い
。

三
鴨

町
長

国
が
農
業
に
対
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
な
か
、
我
が
町
は

西
日
本
で
唯
一
、
全
町
が
保
全
す
べ

き
重
要
な
里
地
里
山
に
指
定
さ
れ
、

そ
れ
は
緑
豊
か
な
田
ん
ぼ
、
山
林
が

あ
る
か
ら
だ
。

　
自
然
豊
か
な
南
部
町
に
入
っ
た
ら

ほ
っ
と
す
る
、
そ
ん
な
癒
し
の
あ
る
町

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
守
る
た
め
に
も
農

業
問
題
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
う
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る

と
何
度
も
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
情
は
耕
作
放
棄
地
は
増
え
、
農
業

従
事
者
は
高
齢
化
に
な
り
大
変
だ
。

全
町
見
て
も
法
人
化
は
進
ん
で
い
る

が
、
小
規
模
の
田
を
維
持
し
て
い
る

方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
の
農
業
施
策
を
問
う
。

国
は
平
成
11
年
に
食
料･

農

業･

農
村
基
本
法
を
制
定
し
、

４
つ
の
基
本
理
念
を
挙
げ
、
農
業
施

策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
に
農
業
者
の
高
齢
化
、

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
課
題
を
解

決
す
べ
く
、
農
林
水
産
業
、
地
域
活

力
創
造
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
、
強

い
農
業
と
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
の

創
出
の
た
め
、
産
業
政
策
と
地
域
政

策
を
車
の
両
輪
と
し
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
産
業

政
策
は
農
地
の
有
効
利
用
の
継
続
や

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
農
地

中
間
管
理
機
構
の
制
度
化
や
、
意
欲

あ
る
農
業
者
の
参
画
推
進
を
う
た
っ

て
い
る
。

　
地
域
政
策
で
は
、
日
本
型
直
接
支

払
制
度
の
法
整
備
が
決
定
し
た
。
こ

の
よ
う
な
国
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

南
部
町
と
し
て
は
国
の
施
策
を
活
用

し
、
意
欲
あ
る
農
業
者
を
育
て
６
次

産
業
化
の
推
進
と
特
産
品
の
開
発
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
本
町
の
農
業
施
策
の
方
向
は

Ａ
国
の
施
策
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

町
長

細
田

町
長

り

り
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一般質問

合
併
後
、
旧
会
見
地
区
に
期

日
前
投
票
所
が
な
く
、
足
の

不
自
由
な
人
や
運
転
免
許
証
を
持
っ

て
い
な
い
人
か
ら
プ
ラ
ザ
西
伯
ま
で

行
く
の
は
大
変
不
便
だ
、
会
見
地
区

に
期
日
前
投
票
所
が
欲
し
い
と
多
く

の
意
見
を
聞
く
。

①
12
月
議
会
で
の
質
問
の
確
認
。
期

日
前
投
票
所
を
２
か
所
設
置
し
た
場

合
、
２
つ
目
の
期
日
前
投
票
所
の
設

置
期
間
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の

か
。
又
、
４
月
の
県
議
会
議
員
選

挙
、
知
事
選
挙
。
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
た
場

合
の
南
部
町
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

か
。

②
合
併
協
議
会
で
期
日
前
投
票
所
を

１
箇
所
と
定
め
た
の
か
。

③
期
日
前
投
票
所
の
人
員
配
置
に
つ

い
て
、
投
票
管
理
署
、
職
務
代
理

者
、
事
務
従
事
者
は
ど
の
よ
う
な
人

が
選
ば
れ
る
の
か
。

④
会
見
地
区
に
試
験
的
に
期
日
前
投

票
の
設
置
を
求
め
る
。

選
挙
管
理
委
員
長

①
２
つ
目
の
期
日
前
投
票

所
の
設
置
期
間
は
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
期

間
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
経
費

は
基
本
額
と
加
算
額
か
ら
成
り
立

ち
、
設
置
日
数
な
ど
に
応
じ
て
計
算

さ
れ
、
結
果
と
し
て
負
担
が
生
じ
な

い
場
合
が
あ
る
。

②
合
併
協
定
書
で
は
投
票
区
、
開
票

区
、
選
挙
公
報
の
件
の
み
に
触
れ
て

い
る
。
期
日
前
投
票
所
の
件
は
合
併

後
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
距
離
的

中
立
性
、
交
通
事
情
を
勘
案
し
て
プ

ラ
ザ
西
伯
に
決
定
し
た
。

③
投
票
管
理
者
は
南
部
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
を
選
任
。
職
務
代
理
者

は
役
場
の
職
員
の
課
長
補
佐
級
以
上

の
管
理
者
の
方
、
事
務
従
事
者
は
役

場
の
職
員
の
方
を
選
任
。

④
今
ま
で
場
所
、
経
費
、
人
員
、
安

全
の
問
題
か
ら
困
難
が
あ
る
と
言
っ

て
き
た
。
あ
く
ま
で
も
期
日
前
投
票

所
は
例
外
措
置
で
あ
る
。

旧
会
見
地
区
へ
期
日
前
投
票
所
の
設
置
加
藤
　学 

議
員

Ｑ
試
験
的
に
設
置
し
て
は
ど
う
か

Ａ
期
日
前
投
票
所
は
例
外
措
置
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

加
藤

委
員
長

多
く
の
町
民
の
人
生
の
様
々

な
場
面
で
、
助
け
に
な
り
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
西
伯
病

院
が
、
経
営
悪
化
と
い
う
大
き
な
危

機
を
迎
え
て
い
る
。

　
地
域
の
人
口
減
少
や
医
療
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
よ
る
患
者
数
の
減
少
、
地

方
病
院
の
医
師
不
足
、
度
重
な
る
診

療
報
酬
額
の
引
き
下
げ
な
ど
の
厳
し

い
経
営
環
境
変
化
が
経
営
収
支
の
悪

化
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
医
療
の
供
給
者
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
く
た

め
に
は
経
営
悪
化
へ
の
対
応
策
と
と

も
に
、
存
在
意
義
を
含
め
た
病
院
の

あ
る
べ
き
姿
、
経
営
方
針
を
明
示
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

西
伯
病
院
の
存
在
意
義

は
、
ま
ず
何
よ
り
も
身
近

に
病
院
が
あ
っ
て
い
つ
で
も
受
診
で

き
る
と
い
う
安
心
感
を
維
持
す
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
医
療
水

準
を
確
保
し
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
最
大
の
使
命

で
あ
る
。

　
当
病
院
の
病
床
利
用
率
、
外
来
患

者
数
は
と
も
に
低
下
、
減
少
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
結
果
、
医
業
収
入
は
２

０
１
３
年
度
に
19
億
３
，７
０
０
万

円
余
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１

７
年
度
に
は
18
億
７
，７
０
０
万
円

余
と
初
め
て
19
億
円
を
下
回
り
、

５
，５
０
０
万
円
余
り
の
赤
字
と

な
っ
た
。

　
自
治
体
病
院
は
独
立
採
算
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
公
共
的
で
採
算
性

の
低
い
分
野
も
担
っ
て
お
り
、
収
益

性
は
低
い
。
更
に
、
５
年
以
内
に
現

在
20
床
あ
る
介
護
療
養
病
床
を
他
の

機
能
に
転
換
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
在
宅
医
療
や
地
域
包
括
医
療
の
提

供
、
予
防
医
療
や
診
療
所
と
の
連
携

な
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多

く
、
そ
れ
ら
も
併
せ
て
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
も
交
え
病
院
の
望
ま

し
い
機
能
や
あ
り
方
を
検
討
し
、
存

続
の
道
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

西
伯
病
院
の
経
営
方
針

景
山
　浩 

議
員

Ｑ
存
在
意
義
や
あ
る
べ
き
姿
の
明
確
化
を

Ａ
安
心
を
提
供
で
き
る
病
院
を
目
指
す
病
院
事
業
管
理
者

景
山

管
理
者

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
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員

Ｑ
拠
点
施
設
の
活
用
状
況
と
今
後
は

Ａ
地
域
の
財
産
と
し
て
活
用
さ
れ
た
い

町
長

な
ん
ぶ
創
生
総
合
戦
略
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
は
、
地
域
の
憩
い
の
場
、
語

ら
い
の
場
と
し
て
大
変
有
効
な
施
策

と
期
待
し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
質
問
で
、
平

成
31
年
度
ま
で
に
拠
点
施
設
を
法
勝

寺
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
施
設
を
富

有
の
里
エ
リ
ア
と
手
間
山
エ
リ
ア
に

設
置
す
る
計
画
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

た
。
そ
れ
以
降
、
着
々
と
各
施
設
が

完
成
し
、
４
月
１
日
に
手
間
山
の
拠

点
施
設
「
て
ま
里
」
が
オ
ー
プ
ン
す

る
と
、
計
画
さ
れ
た
拠
点
施
設
す
べ

て
が
完
成
と
な
る
。
各
施
設
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
既
存
の
公
的
施
設
と
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ａ
の
施
設
と
の
競
合
を
懸
念
す
る

が
、
町
は
こ
う
し
た
施
設
に
つ
い
て

の
調
整
や
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
と

は
ど
の
よ
う
な
姿
を
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

施
設
の
活
用
に
つ
い
て
「
え

ん
処
米
や
」
に
は
お
試
し
住

宅
の
利
用
者
が
１
１
３
人
、
交
流
ス

ペ
ー
ス
が
６
２
２
０
人
、
今
年
度
は

新
企
画
な
ど
で
利
用
者
は
さ
ら
に
増

加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
富
有
の
里
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
に
は
既
に
３
万
人
以
上
の
方
が

来
店
さ
れ
て
お
り
、
賑
わ
い
創
出
や
町
の

Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
温
泉
掘
削
は
計

画
の
１
２
０
０
ｍ
の
内
、
現
在
３
５

０
ｍ
の
進
捗
で
今
年
の
夏
に
完
了
の

予
定
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
施

設
も
地
域
住
民
と
障
が
い
が
あ
る
方

と
が
集
い
交
流
す
る
場
で
あ
り
、
既

存
の
施
設
と
は
目
的
が
違
う
た
め
、

す
み
分
け
は
可
能
と
思
う
。

　
今
後
は
、
地
域
の
活
性
化
や
暮
ら

し
の
維
持
の
た
め
に
、
そ
の
地
域
で

何
が
必
要
な
の
か
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
考
え
、
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
小
さ

な
拠
点
は
そ
の
た
め
の
一
つ
の
手
段

で
あ
り
「
て
ま
里
」
に
も
大
い
に
期

待
を
し
て
い
る
。
地
域
の
財
産
と
し

て
活
用
さ
れ
た
い
。

三
鴨

町
長

国
が
農
業
に
対
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
な
か
、
我
が
町
は

西
日
本
で
唯
一
、
全
町
が
保
全
す
べ

き
重
要
な
里
地
里
山
に
指
定
さ
れ
、

そ
れ
は
緑
豊
か
な
田
ん
ぼ
、
山
林
が

あ
る
か
ら
だ
。

　
自
然
豊
か
な
南
部
町
に
入
っ
た
ら

ほ
っ
と
す
る
、
そ
ん
な
癒
し
の
あ
る
町

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
守
る
た
め
に
も
農

業
問
題
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
う
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る

と
何
度
も
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
情
は
耕
作
放
棄
地
は
増
え
、
農
業

従
事
者
は
高
齢
化
に
な
り
大
変
だ
。

全
町
見
て
も
法
人
化
は
進
ん
で
い
る

が
、
小
規
模
の
田
を
維
持
し
て
い
る

方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
の
農
業
施
策
を
問
う
。

国
は
平
成
11
年
に
食
料･

農

業･

農
村
基
本
法
を
制
定
し
、

４
つ
の
基
本
理
念
を
挙
げ
、
農
業
施

策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
に
農
業
者
の
高
齢
化
、

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
課
題
を
解

決
す
べ
く
、
農
林
水
産
業
、
地
域
活

力
創
造
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
、
強

い
農
業
と
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
の

創
出
の
た
め
、
産
業
政
策
と
地
域
政

策
を
車
の
両
輪
と
し
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
産
業

政
策
は
農
地
の
有
効
利
用
の
継
続
や

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
農
地

中
間
管
理
機
構
の
制
度
化
や
、
意
欲

あ
る
農
業
者
の
参
画
推
進
を
う
た
っ

て
い
る
。

　
地
域
政
策
で
は
、
日
本
型
直
接
支

払
制
度
の
法
整
備
が
決
定
し
た
。
こ

の
よ
う
な
国
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

南
部
町
と
し
て
は
国
の
施
策
を
活
用

し
、
意
欲
あ
る
農
業
者
を
育
て
６
次

産
業
化
の
推
進
と
特
産
品
の
開
発
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
本
町
の
農
業
施
策
の
方
向
は

Ａ
国
の
施
策
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

町
長

細
田

町
長

り

り
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一般質問

国
民
健
康
保
険
税

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
税
の
軽
減
を
求
め
る

Ａ
国
保
基
盤
安
定
、
強
化
を
国
に
求
め
た
い

町
長

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
。
全
国
の
知
事

会
で
構
成
さ
れ
る
団
体
が
年
１
兆
円

の
支
援
の
要
求
に
対
し
、
国
は
３
４

０
０
億
円
の
支
援
だ
。
自
治
体
が
運

営
の
国
保
会
計
に
加
入
の
多
く
の
世

帯
は
、
低
所
得
者
で
、
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
世
帯
も
あ
る
。

　
12
月
議
会
で
、
地
方
税
法
第
七
〇

三
条
の
四
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
を

理
由
に
要
求
を
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
全
国
で
は
、
実
施
を
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
り
、
も
し
要
求
を
実
施

す
る
と
、
罰
則
が
あ
る
の
か
、
税
負

担
の
原
則
は
、
所
得
額
に
対
し
て
賦

課
を
す
る
も
の
だ
。
応
益
負
担
で
な

く
応
能
負
担
に
し
、
ま
た
、
18
歳
未

満
者
の
、
均
等
割
を
な
く
す
こ
と
で

加
入
者
世
帯
の
負
担
軽
減
を
は
か
る

こ
と
を
求
め
る
。

　
首
長
会
の
１
兆
円
の
要
求
に
対

し
、
３
４
０
０
億
円
の
低
い
国
の
支

援
額
は
、
自
治
体
に
対
す
る
態
度
は

不
当
と
思
わ
な
い
か
。

　
国
保
税
は
他
の
健
康
保
険
税
と
比

べ
、
負
担
が
多
い
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。国

民
健
康
保
険
の
課
税
は
、

地
方
税
法
第
七
〇
三
条
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、
健
康
保
険
税
の
課

税
は
応
能
原
則
と
応
益
原
則
の
考
え

方
で
あ
り
、
均
等
割
り
の
廃
止
は
、

12
月
議
会
と
同
じ
で
、
地
方
税
法
第

七
〇
三
条
の
四
に
基
づ
き
応
能
負
担

や
均
等
割
額
を
廃
止
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
罰
則
の
有
無
を
県
に
問
い
合
わ
せ

た
ら
、
罰
則
は
な
い
と
回
答
を
得

た
。

　
毎
年
３
４
０
０
億
円
の
公
費
投
入

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
医
療
費
や
保

険
税
の
負
荷
、
国
保
基
盤
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
決
議
し
て
お
り
、
各
団

体
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
、
国
保
基

盤
安
定
、
強
化
を
国
に
求
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

亀
尾

町
長

３月

4
5
6
7
8
11
12
13
14
15
18
19
20
22
28

月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
金
木

日 曜日 会議･行事

１月

7

10
11
16
17
24
26

28

29
30
31

月

木
金
水
木
木
土

月

火
水
木

日 曜日 会議･行事
民生委員会、広報委員会①、町政に対する要望会、
全員協議会、平成31年新年互礼会
農業委員会新年会
南部町商工会新年互礼会
広報委員会②、青年議会第４回学習会
臨時議会　全員協議会・本会議
複合施設特別委員会、広報委員会③
青年議会第５回学習会・本会議
南部箕蚊屋広域連合議会運営委員会、鳥取県町村議
会議長会役員会
総務委員会、民生委員会
西部広域組合議会臨時議会
町政に対する要望回答会

定例議会　議会運営委員会・全員協議会・本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会運営委員会、全員協議会
定例議会　本会議
西部町村議会議長会連絡会議

２月

4
5
13
14
18
20
21
22
25

月
火
水
木
月
水
木
金
月

日 曜日 会議･行事
西部町村議会議長会定期総会
全員協議会、広報委員会①（青年議会号）
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合定例議会　全員協議会･本会議
鳥取県後期高齢者医療広域連合定例議会
鳥取県町村議会議長会役員会定期総会・表彰式
２か町清掃施設管理組合議会定例議会　全員協議会･本会議
西部広域組合議会臨定例議会
議会運営委員会

議会活動日誌

２月

4
5
13
14
18
20
21
22
25

月
火
水
木
月
水
木
金
月

日 曜日 会議･行事
西部町村議会議長会定期総会
全員協議会、広報委員会①（青年議会号）
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合定例議会　全員協議会･本会議
鳥取県後期高齢者医療広域連合定例議会
鳥取県町村議会議長会役員会定期総会・表彰式
２か町清掃施設管理組合議会定例議会　全員協議会･本会議
西部広域組合議会臨定例議会
議会運営委員会

法
勝
寺
川
等
の
河
床
整
備

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
河
川
の
河
床
整
備
計
画
と
河
川
改
修
計
画
は

Ａ
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
国･

県
が
実
施

町
長

数
年
前
か
ら
台
風
や
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
増
水

や
内
水
面
の
上
昇
に
よ
り
、
河
川
堤
防

の
危
険
水
位
が
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
河
川

の
河
床
に
土
砂
が
堆
積
す
る
と
同
時
に

雑
木
が
繁
茂
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
し

て
い
る
。
法
勝
寺
川
は
一
級
河
川
で
管

理
権
限
は
国
土
交
通
省
、
小
松
谷
川･

寺
内
川
は
鳥
取
県
で
あ
る
が
、
河
床
整

備
の
予
算
は
限
ら
れ
て
お
り
、
要
望
し

て
も
予
算
が
つ
か
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
豪
雨
が
あ
る
た
び
に

河
川
等
に
隣
接
す
る
住
民
の
方
は
災
害

の
心
配
を
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

①
法
勝
寺
川
・
小
松
谷
川
・
寺
内
川

等
の
河
床
整
備
計
画
・
河
川
改
修
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

②
河
川
の
浚
渫
が
直
ぐ
に
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
河
川
内
の
雑
木
や
竹
を

伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

①
法
勝
寺
川
に
お
い
て
は
、

国
土
交
通
省
が
日
野
川
水
系

河
川
整
備
計
画
を
平
成
28
年
３
月
に

策
定
し
南
部
町
管
内
に
お
い
て
は
、

築
堤
に
よ
る
整
備
と
河
道
掘
削
を
行

う
こ
と
で
洪
水
に
対
す
る
浸
水
被
害

の
防
止
を
図
る
。
河
道
掘
削
に
つ
い

て
は
、
原
地
区
と
法
勝
寺
地
区
が
対

策
実
施
個
所
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
取

県
に
お
い
て
は
今
年
度
、
寺
内
川
、

小
松
谷
川
、
東
長
田
川
で
河
床
整
備

を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
国
の
補
正

予
算
に
よ
り
樹
木
伐
採
及
び
河
道
掘

削
を
検
討
中
で
あ
る
。

②
雑
木
等
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
現
地

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
計
画
的
に
実

施
し
て
い
く
と
の
考
え
方
で
あ
る
。

仲
田

町
長

今
年
度
、
多
く
の
待
機
児
童

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
民

間
で
の
小
規
模
保
育
事
業
が
始
ま
っ

た
。
待
機
児
童
解
消
の
対
応
は
必
要

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
運
営
が
問

わ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　｢

保
育
士
の
待
遇
改
善｣

と｢

多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る｣

と
の
目
的

で
行
わ
れ
た
平
成
24
年
か
ら
の
町
立

保
育
園
の
民
営
化
は
、
こ
こ
に
至

り
、
平
成
29
年
の
保
育
士
の
大
量
退

職
と
、
保
護
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
多

い
ゼ
ロ
歳
児
保
育
が
で
き
な
い
と
い

う
状
況
を
生
ん
で
き
て
い
る
。

　
当
初
の
目
的
か
ら
見
て
民
営
化
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
の
検
証
は
必
要

だ
。
加
え
て
以
前
か
ら
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
民
間
事
業
者
（
伯
耆
の

国
）
へ
の
人
件
費
の
算
定
も
不
明
瞭

な
ま
ま
だ
。
適
切
な
指
導
を
す
べ
き

だ
。
こ
れ
ま
で
の
資
料
の
提
出
と
説

明
を
求
め
る
。
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
は
単
年
度
精
算
を
求
め
る
。

民
営
化
に
よ
り
町
の
非
常
勤

職
員
か
ら
伯
耆
の
国
の
正
規

雇
用
職
員
と
な
り
身
分
的
に
安
定
し
、

昇
給
、
一
時
金
、
各
諸
手
当
な
ど
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
件
費
の
算

定
は
伯
耆
の
国
か
ら
示
さ
れ
た
平
成
24

〜
33
年
度
の
共
済
費
を
含
む
人
件
費
の

推
移
を
積
算
し
、
平
均
し
た
金
額
が
一

人
当
た
り
の
人
件
費
３
２
０
万
円
の
根

拠
と
な
っ
て
い
る
。

　
29
年
度
以
降
は
10
％
加
算
で
一
人

当
た
り
３
５
５
万
３
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
自
分
の
給
与
は
そ
こ
ま
で
上

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
ご
意

見
も
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
る
。
そ
れ

は
労
使
関
係
の
中
で
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
が
諸

経
費
と
い
う
の
も
あ
り
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

　
保
育
士
の
賃
金
条
件
は
急
激
に
変
化

し
て
い
る
の
で
、
実
績
に
沿
っ
た
対
応

で
31
年
度
予
算
は
積
算
を
し
て
い
る
。

　
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制
度

の
終
着
点
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の

で
、
そ
の
総
括
も
含
め
、
調
査
し
資

料
が
整
っ
た
ら
知
ら
せ
た
い
。

真
壁

町
長

民
営
化
保
育
園

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
人
件
費
の
精
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

Ａ
総
括
も
含
め
調
査
し
た
い

町
長
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国
民
健
康
保
険
税

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
税
の
軽
減
を
求
め
る

Ａ
国
保
基
盤
安
定
、
強
化
を
国
に
求
め
た
い

町
長

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
。
全
国
の
知
事

会
で
構
成
さ
れ
る
団
体
が
年
１
兆
円

の
支
援
の
要
求
に
対
し
、
国
は
３
４

０
０
億
円
の
支
援
だ
。
自
治
体
が
運

営
の
国
保
会
計
に
加
入
の
多
く
の
世

帯
は
、
低
所
得
者
で
、
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
世
帯
も
あ
る
。

　
12
月
議
会
で
、
地
方
税
法
第
七
〇

三
条
の
四
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
を

理
由
に
要
求
を
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
全
国
で
は
、
実
施
を
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
り
、
も
し
要
求
を
実
施

す
る
と
、
罰
則
が
あ
る
の
か
、
税
負

担
の
原
則
は
、
所
得
額
に
対
し
て
賦

課
を
す
る
も
の
だ
。
応
益
負
担
で
な

く
応
能
負
担
に
し
、
ま
た
、
18
歳
未

満
者
の
、
均
等
割
を
な
く
す
こ
と
で

加
入
者
世
帯
の
負
担
軽
減
を
は
か
る

こ
と
を
求
め
る
。

　
首
長
会
の
１
兆
円
の
要
求
に
対

し
、
３
４
０
０
億
円
の
低
い
国
の
支

援
額
は
、
自
治
体
に
対
す
る
態
度
は

不
当
と
思
わ
な
い
か
。

　
国
保
税
は
他
の
健
康
保
険
税
と
比

べ
、
負
担
が
多
い
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。国

民
健
康
保
険
の
課
税
は
、

地
方
税
法
第
七
〇
三
条
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、
健
康
保
険
税
の
課

税
は
応
能
原
則
と
応
益
原
則
の
考
え

方
で
あ
り
、
均
等
割
り
の
廃
止
は
、

12
月
議
会
と
同
じ
で
、
地
方
税
法
第

七
〇
三
条
の
四
に
基
づ
き
応
能
負
担

や
均
等
割
額
を
廃
止
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
罰
則
の
有
無
を
県
に
問
い
合
わ
せ

た
ら
、
罰
則
は
な
い
と
回
答
を
得

た
。

　
毎
年
３
４
０
０
億
円
の
公
費
投
入

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
医
療
費
や
保

険
税
の
負
荷
、
国
保
基
盤
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
決
議
し
て
お
り
、
各
団

体
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
、
国
保
基

盤
安
定
、
強
化
を
国
に
求
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

亀
尾

町
長

３月

4
5
6
7
8
11
12
13
14
15
18
19
20
22
28

月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
金
木

日 曜日 会議･行事

１月

7

10
11
16
17
24
26

28

29
30
31

月

木
金
水
木
木
土

月

火
水
木

日 曜日 会議･行事
民生委員会、広報委員会①、町政に対する要望会、
全員協議会、平成31年新年互礼会
農業委員会新年会
南部町商工会新年互礼会
広報委員会②、青年議会第４回学習会
臨時議会　全員協議会・本会議
複合施設特別委員会、広報委員会③
青年議会第５回学習会・本会議
南部箕蚊屋広域連合議会運営委員会、鳥取県町村議
会議長会役員会
総務委員会、民生委員会
西部広域組合議会臨時議会
町政に対する要望回答会

定例議会　議会運営委員会・全員協議会・本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会運営委員会、全員協議会
定例議会　本会議
西部町村議会議長会連絡会議

２月

4
5
13
14
18
20
21
22
25

月
火
水
木
月
水
木
金
月

日 曜日 会議･行事
西部町村議会議長会定期総会
全員協議会、広報委員会①（青年議会号）
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合定例議会　全員協議会･本会議
鳥取県後期高齢者医療広域連合定例議会
鳥取県町村議会議長会役員会定期総会・表彰式
２か町清掃施設管理組合議会定例議会　全員協議会･本会議
西部広域組合議会臨定例議会
議会運営委員会

議会活動日誌

２月

4
5
13
14
18
20
21
22
25

月
火
水
木
月
水
木
金
月

日 曜日 会議･行事
西部町村議会議長会定期総会
全員協議会、広報委員会①（青年議会号）
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合定例議会　全員協議会･本会議
鳥取県後期高齢者医療広域連合定例議会
鳥取県町村議会議長会役員会定期総会・表彰式
２か町清掃施設管理組合議会定例議会　全員協議会･本会議
西部広域組合議会臨定例議会
議会運営委員会

法
勝
寺
川
等
の
河
床
整
備

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
河
川
の
河
床
整
備
計
画
と
河
川
改
修
計
画
は

Ａ
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
国･

県
が
実
施

町
長

数
年
前
か
ら
台
風
や
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
増
水

や
内
水
面
の
上
昇
に
よ
り
、
河
川
堤
防

の
危
険
水
位
が
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
河
川

の
河
床
に
土
砂
が
堆
積
す
る
と
同
時
に

雑
木
が
繁
茂
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
し

て
い
る
。
法
勝
寺
川
は
一
級
河
川
で
管

理
権
限
は
国
土
交
通
省
、
小
松
谷
川･

寺
内
川
は
鳥
取
県
で
あ
る
が
、
河
床
整

備
の
予
算
は
限
ら
れ
て
お
り
、
要
望
し

て
も
予
算
が
つ
か
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
豪
雨
が
あ
る
た
び
に

河
川
等
に
隣
接
す
る
住
民
の
方
は
災
害

の
心
配
を
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

①
法
勝
寺
川
・
小
松
谷
川
・
寺
内
川

等
の
河
床
整
備
計
画
・
河
川
改
修
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

②
河
川
の
浚
渫
が
直
ぐ
に
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
河
川
内
の
雑
木
や
竹
を

伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

①
法
勝
寺
川
に
お
い
て
は
、

国
土
交
通
省
が
日
野
川
水
系

河
川
整
備
計
画
を
平
成
28
年
３
月
に

策
定
し
南
部
町
管
内
に
お
い
て
は
、

築
堤
に
よ
る
整
備
と
河
道
掘
削
を
行

う
こ
と
で
洪
水
に
対
す
る
浸
水
被
害

の
防
止
を
図
る
。
河
道
掘
削
に
つ
い

て
は
、
原
地
区
と
法
勝
寺
地
区
が
対

策
実
施
個
所
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
取

県
に
お
い
て
は
今
年
度
、
寺
内
川
、

小
松
谷
川
、
東
長
田
川
で
河
床
整
備

を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
国
の
補
正

予
算
に
よ
り
樹
木
伐
採
及
び
河
道
掘

削
を
検
討
中
で
あ
る
。

②
雑
木
等
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
現
地

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
計
画
的
に
実

施
し
て
い
く
と
の
考
え
方
で
あ
る
。

仲
田

町
長

今
年
度
、
多
く
の
待
機
児
童

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
民

間
で
の
小
規
模
保
育
事
業
が
始
ま
っ

た
。
待
機
児
童
解
消
の
対
応
は
必
要

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
運
営
が
問

わ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　｢

保
育
士
の
待
遇
改
善｣

と｢

多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る｣

と
の
目
的

で
行
わ
れ
た
平
成
24
年
か
ら
の
町
立

保
育
園
の
民
営
化
は
、
こ
こ
に
至

り
、
平
成
29
年
の
保
育
士
の
大
量
退

職
と
、
保
護
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
多

い
ゼ
ロ
歳
児
保
育
が
で
き
な
い
と
い

う
状
況
を
生
ん
で
き
て
い
る
。

　
当
初
の
目
的
か
ら
見
て
民
営
化
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
の
検
証
は
必
要

だ
。
加
え
て
以
前
か
ら
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
民
間
事
業
者
（
伯
耆
の

国
）
へ
の
人
件
費
の
算
定
も
不
明
瞭

な
ま
ま
だ
。
適
切
な
指
導
を
す
べ
き

だ
。
こ
れ
ま
で
の
資
料
の
提
出
と
説

明
を
求
め
る
。
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
は
単
年
度
精
算
を
求
め
る
。

民
営
化
に
よ
り
町
の
非
常
勤

職
員
か
ら
伯
耆
の
国
の
正
規

雇
用
職
員
と
な
り
身
分
的
に
安
定
し
、

昇
給
、
一
時
金
、
各
諸
手
当
な
ど
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
件
費
の
算

定
は
伯
耆
の
国
か
ら
示
さ
れ
た
平
成
24

〜
33
年
度
の
共
済
費
を
含
む
人
件
費
の

推
移
を
積
算
し
、
平
均
し
た
金
額
が
一

人
当
た
り
の
人
件
費
３
２
０
万
円
の
根

拠
と
な
っ
て
い
る
。

　
29
年
度
以
降
は
10
％
加
算
で
一
人

当
た
り
３
５
５
万
３
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
自
分
の
給
与
は
そ
こ
ま
で
上

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
ご
意

見
も
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
る
。
そ
れ

は
労
使
関
係
の
中
で
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
が
諸

経
費
と
い
う
の
も
あ
り
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

　
保
育
士
の
賃
金
条
件
は
急
激
に
変
化

し
て
い
る
の
で
、
実
績
に
沿
っ
た
対
応

で
31
年
度
予
算
は
積
算
を
し
て
い
る
。

　
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制
度

の
終
着
点
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の

で
、
そ
の
総
括
も
含
め
、
調
査
し
資

料
が
整
っ
た
ら
知
ら
せ
た
い
。

真
壁

町
長

民
営
化
保
育
園

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
人
件
費
の
精
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

Ａ
総
括
も
含
め
調
査
し
た
い

町
長
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青年議会において、「避難所での障がい者支
援」についての一般質問をした廣戸桃子さん
の提言が、南部町と(公社)鳥取県聴覚障害者
協会との協定締結につながりました。町長、下垣理事長、廣戸さんで調印式

直撃インタビュー 議会改革調査特別委員会

会社設立のきっかけ、組織の概要
荒地が目立つようになった清水川地域内から耕作放棄地をなく
そうと集まった９戸で、儲かる農業と楽しい農業を目指して、
平成19年に前身である｢清水川農事生産組合｣を立ち上げた｡
食料米、飼料米を中心に経営しながら、4年前から清水井の水
で栽培した古代米から、古代米酒「比賣神乃雫」を販売し、
社会的信用を得るため、平成30年1月に８戸で「合同会社 清
水川」を設立した。

現在の作付面積、品種について
面積：78,117㎡　品種：コシヒカリ、ひとめぼれ、きぬむす
め、飼料米、サヨムラサキ

今後の計画、町との連携と補助状況
水稲を中心とした農業を進める中で、近隣の農地の集積と収益
の増収、古代米酒の販路拡大を図りたい。農業機器の補助を受
けた。今後、国・県との情報提供を密にして、専門的な見地で
情報提供をお願いしたい。

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

イベント、商品の紹介
神話を伝えながらの地域
資源をいかした｢都市と農
村の交流」をしながら、
地域の活性化を図る。
現在、5月に古代米の田植
え、10月に稲刈り、三年
に一度の「食と神話のま
つり」を開催しており、
継続して開催したいと
思っている。

Ｑ
A

災害時、避難所での障がい者の視点から質問されました。このテーマを選んだ理由は。
「全国手話パフォーマンス」に参加した際、障がい者の方は、避難する前も避難後もたくさんの不安
や苦労がある事に気づき、このテーマで質問してみようと思いました。町が早く動かれ、正直驚きま
した。協定が結ばれたことで、災害発生時、視覚ツールなどをどのように活用するのか、停電時はど
うするかなど事前準備することはたくさんあると思いますが、ろう者の方を含め全町民が安心して避
難できるようになれば良いと思います。

Ｑ
A

「青年議会」を今年度も開催します！
　４月15日㈪に議会改革調査特別委員会を開催しました。
案件は、今年１月に開催した「青年議会」と、これまで開催していた「住民の声をきく会」の令和元年
の開催について検討しました。
　「青年議会」については、初めての開催で私たち議員も精査を必要とする。両方を引き続き継続する
のでなく、交互に開催してはどうかとの意見もあり、結果、今年度は「青年議会」を開催し、今後は
「住民の声をきく会」と一年置きで開催することを決定しました。町民のみなさまには、ご理解いただ
きますようお願い致します。

第一回「青年議会」での一般質問　

今年度は広く｢青年議員｣を募集したいと考え
ています。
詳しくは「６月議会だより」に掲載します。

今年度は開催を見送
りました。
「青年議会」を確立
させたく思います。
ご理解ください。

「青年議会での提言実る」
Shimizugawa

合同会社

「古代米の田植」参加者と記念撮影

直撃イ
ンタビ

ュー

代表 庄倉 三保子さん

　清水井ウムギ姫とキサガイ姫が
大国主命を蘇生する薬を練るため
の水を汲んだという伝承が残る泉
です。太古の昔より、一度も枯れ
たことがないと伝えられていま
す。この水が流れ込む圃場で古代
米を栽培しています。

多収､日本一の栄誉

古代米酒「比賣神乃雫(ひめがみのしずく)」

（同）清水川メンバーの皆さん

平成30年度
飼料用米多収日本一の
栄誉で表彰されました。

廣戸桃子さん

災害時の避難所
ろう者の方へ
支援者派遣 決定
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水川」を設立した。

現在の作付面積、品種について
面積：78,117㎡　品種：コシヒカリ、ひとめぼれ、きぬむす
め、飼料米、サヨムラサキ

今後の計画、町との連携と補助状況
水稲を中心とした農業を進める中で、近隣の農地の集積と収益
の増収、古代米酒の販路拡大を図りたい。農業機器の補助を受
けた。今後、国・県との情報提供を密にして、専門的な見地で
情報提供をお願いしたい。

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

イベント、商品の紹介
神話を伝えながらの地域
資源をいかした｢都市と農
村の交流」をしながら、
地域の活性化を図る。
現在、5月に古代米の田植
え、10月に稲刈り、三年
に一度の「食と神話のま
つり」を開催しており、
継続して開催したいと
思っている。

Ｑ
A

災害時、避難所での障がい者の視点から質問されました。このテーマを選んだ理由は。
「全国手話パフォーマンス」に参加した際、障がい者の方は、避難する前も避難後もたくさんの不安
や苦労がある事に気づき、このテーマで質問してみようと思いました。町が早く動かれ、正直驚きま
した。協定が結ばれたことで、災害発生時、視覚ツールなどをどのように活用するのか、停電時はど
うするかなど事前準備することはたくさんあると思いますが、ろう者の方を含め全町民が安心して避
難できるようになれば良いと思います。

Ｑ
A

「青年議会」を今年度も開催します！
　４月15日㈪に議会改革調査特別委員会を開催しました。
案件は、今年１月に開催した「青年議会」と、これまで開催していた「住民の声をきく会」の令和元年
の開催について検討しました。
　「青年議会」については、初めての開催で私たち議員も精査を必要とする。両方を引き続き継続する
のでなく、交互に開催してはどうかとの意見もあり、結果、今年度は「青年議会」を開催し、今後は
「住民の声をきく会」と一年置きで開催することを決定しました。町民のみなさまには、ご理解いただ
きますようお願い致します。

第一回「青年議会」での一般質問　

今年度は広く｢青年議員｣を募集したいと考え
ています。
詳しくは「６月議会だより」に掲載します。

今年度は開催を見送
りました。
「青年議会」を確立
させたく思います。
ご理解ください。

「青年議会での提言実る」
Shimizugawa

合同会社

「古代米の田植」参加者と記念撮影

直撃イ
ンタビ

ュー

代表 庄倉 三保子さん

　清水井ウムギ姫とキサガイ姫が
大国主命を蘇生する薬を練るため
の水を汲んだという伝承が残る泉
です。太古の昔より、一度も枯れ
たことがないと伝えられていま
す。この水が流れ込む圃場で古代
米を栽培しています。

多収､日本一の栄誉

古代米酒「比賣神乃雫(ひめがみのしずく)」

（同）清水川メンバーの皆さん

平成30年度
飼料用米多収日本一の
栄誉で表彰されました。

廣戸桃子さん

災害時の避難所
ろう者の方へ
支援者派遣 決定
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　お宿のある寄り合い場
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〒683-0201
鳥取県西伯郡南部町天萬897
電　話／0859-21-1527
OPEN／11：00～21：00
定休日／水曜日
http://temari.tottori.jp/

寄り合い場／20名程度が囲める大きなテーブル

小さなカフェ／地元食材を活かした美味しいごはん 素泊まりのお宿　●ドミトリー 3,500円～　●個室 7,600円～
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